
    大府市（愛知県）の一体的実施  平成23年10月3日事業開始 

 市役所に隣接するビルに「大府市就業支援センター（ワークプラザおおぶ）」
を開設し、市による生活支援サービスの相談・情報提供、セミナー・個別相談会
の開催とハローワークの職業紹介等を一体的に実施。 

ハローワークから距離がある市の実情に対応するため、市役所に隣接するビルに施
設を開設し、生活支援を必要とする者等を中心とした一体的実施を実現 

市 国 

 
① 事業内容 
   ・生活保護などの生活支援を必要とする者等への生活支援に関するサービスの案内・ 
   情報提供 
   ・セミナー、個別相談会の開催 
   ・来所者への職業紹介・職業相談 
 

② 協定・事業計画 
   ・大府市長と愛知労働局長の間で協定（＊）を締結 
   ・数値目標を盛り込んだ事業計画を大府市と愛知労働局の間で策定 

    ＊ 協定の実施等について相互に要望することができ、出された要望には誠実に対応する旨を規定。 
   

③ 運営協議会 
   ・大府市、愛知労働局、刈谷公共職業安定所をメンバーとする運営協議会を設置 
    

 

生活支援サービスの相談・情報提供、
セミナー・個別相談会の開催 職業紹介・職業相談の実施等 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（１） 実施体制 

市 国 

（２） 事業目標と取組状況 

   

２４年度事業目標 取組状況（２４年９月末時点） 

職業紹介・相談  
◇３２０人以上の紹介就職 ◇紹介就職者数  合計１８２人 

（参考） 23年度目標（23年10月～24年３月） 
      １５０人以上の紹介就職 

（参考）23年度実績（23年10月～24年３月） 

      紹介就職者数 計１７０人 

・生活支援サービス 
 の相談・情報提供 

 

・セミナー・個別相
談会の開催 

◇就職支援セミナーの開催 
  延べ120人以上の相談、 
  10回以上のセミナーの開催 

◇就職支援セミナー              
   合計4回開催、43名参加 

（参考） 23年度目標（23年10月～24年３月） 
延べ60人以上の相談、５回以上のセミナーの
開催  

（参考）23年度実績（23年10月～24年３月） 
      延べ５７名参加、計５回開催 

◇個別相談会の実施 

・キャリアカウンセラーによる個別相談を
年10回以上実施 

・精神保健福祉士による「こころの相談」
個別相談を年24回以上実施 

◇個別相談会 
 ・キャリアカウンセラーによる相談会 
   合計6回開催、7名参加 
 ・精神保健福祉士による相談会 
   合計6回開催、7名参加  

（参考）２３年度目標（23年10月～24年３月） 
キャリアカウンセラーによる個別相談を 
年５回以上実施 

（参考）２３年度実績（23年10月～24年３月） 
計５回開催、７名参加 

・職業相談員２名を配置 

・求人情報提供端末４台、職業紹介端末 
 ２台を配置 
 

・専門員２名を新たに配置  



 
 

① 生活保護に至る過程 
・不況による仕事減少により解雇。預貯金が底をつき 
 生活保護申請。     

一体的実施事業における就職成功例 

男性：58歳  希望職種：生産技能職 
         

④ 結 果 
・金属部品加工の製造会社でパート社員として採用。 
 （週5日勤務）       
  ※支援期間 2ヶ月 

⑤ 就職支援ナビゲーターの所感 
・まじめで仕事に対する意欲があり、早く生活保護から
抜けたい思いが就職につながったと思う。 

② 抱える課題   
・車がないため徒歩または自転車で通える範囲に限定 
 される。  

③ 支援内容・ポイント・経過 
・市のケースワーカーと同行のもと相談を重ね、近隣の
会社に多数応募するも書類選考による不採用が続く。 

・応募書類の添削・指導を行うとともにフルタイムでは
なくパートタイムからの就労をアドバイス。 

⑥ 本人のコメント 
・パートタイムでの採用であるが、保護が少しでも軽減
されたことに感謝。今後はフルタイムを目指したい。 

男性：64歳  希望職種：警備員       

① 生活保護に至る過程 
・病気により自営廃業。回復後、就職活動するも就職 
 できず、自己破産のうえ生活保護申請。     

③ 支援内容・ポイント・経過 
・応募書類の作成経験が乏しく、添削・指導を入念に行う 
 とともに市が開催するセミナーにも参加を促した。 
・市のケースワーカーと連携し、メンタル面でのフォロー 
 にも力を入れた。 
・警備以外にも応募対象を幅広くすることをすすめ、 
 こまめに職業相談を続けた。 

② 抱える課題   
・病気回復後も軽い後遺症が残り、細かい作業不可。 
 年齢的にも採用されない。  

④ 結 果 
・建設会社（市外の事業所）のリサイクル処理場で 
 の現場作業員としてパートで採用。 
  ※支援期間 2ヶ月 

⑤ 就職支援ナビゲーターの所感 
・就労への意欲と、こまめに相談に来所していただい
たことが就職につながったと思う。 

⑥ 本人のコメント 
・ナビゲーターの親身な相談と応募書類の作成支援に
感謝している。 


